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１．平成 23 年 12 月期第２四半期の連結業績（平成 23 年１月１日～平成 23 年６月 30 日） 
（1）連結経営成績（累計）                             （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23 年 12 月期第 2四半期 682 11.5 103 15.6 100 12.7 96 25.2

22 年 12 月期第 2四半期 612 ― 89 ― 89 ― 77 ―
 

 １ 株 当 た り 
四 半 期 純 利 益 

潜 在 株 式 調 整 後 
１ 株 当 た り 
四 半 期 純 利 益 

 円 銭 円 銭

23 年 12 月期第２四半期 6,315.25 ―

22 年 12 月期第２四半期 4,982.70 ―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、希薄化効果を有する株式が存在しないため記載しておりません。 

 

（2）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 1 株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

23 年 12 月期第２四半期 5,422 1,537 27.9 100,541.85

22 年 12 月期 4,969 1,533 30.4 97,364.92

（参考）自己資本  23 年 12 月期第２四半期  1,510 百万円  22 年 12 月期  1,509 百万円 

 
２．配当の状況 

 年間配当金 

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22 年 12 月期 ― 0.00 ― 3,000.00 3,000.00

23 年 12 月期 ― 0.00    

23 年 12 月期（予想）      ―   3,000.00 3,000.00

（注）当四半期における配当予想の修正有無  ：無 

 

３．平成 23 年 12 月期の連結業績予想（平成 23 年１月１日～平成 23 年 12 月 31 日） 
（％表示は、対前期増減率） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 1,386 11.1 232 18.9 218 12.4 207 18.6 13,384.72

（注）当四半期における業績予想の修正有無  ：無 

 



 

４．その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ.３「その他の情報」をご覧ください。） 

（1）当四半期中における重要な子会社の異動  ：無 
    新規   ―社 （社名） ―    、除外  ―社 （社名） ― 
   （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 
（2）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  ：有 
   （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 
（3）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 
  ① 会計基準等の改正に伴う変更  ：有 
  ② ①以外の変更         ：無 
   （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に 
 係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 
（4）発行済株式数（普通株式） 
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

  ②  期末自己株式数 
  ③ 期中平均株式数（四半期累計） 
 
 
（※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 
 ・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時 
点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 
 
（※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 
 ・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結
業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

 

23年 12月期２Ｑ   15,503株 22年 12月期 15,503株
23年 12月期２Ｑ 475 株 22年 12月期 ― 株
23年 12月期２Ｑ 15,316株 22年 12月期２Ｑ 15,503株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、本年３月11日に発生した東日本大震災の影響により経済活動

が急速に停滞したものの、サプライチェーンの復旧や個人消費の自粛ムードの緩和など足元にかけ持ち直しの兆し

も見えてきております。しかし、政治情勢の混迷や海外経済の減速懸念などから、先行きは依然として不透明な状

況で推移しております。 

 このような状況の下、当社グループは、既存顧客へのサービスの深耕と新規顧客獲得のため、積極的な営業を展

開してまいりました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高682,938千円、営業利益103,393千円、経常利益100,429

千円、四半期純利益は96,724千円となりました。 

  

 セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

①決済支援事業 

 当事業は、インターネットを利用した株式の売買、為替・金融先物取引に付随する銀行口座、証券口座（証拠金

口座）間の資金移動をリアルタイムでサポートするクイック入金サービス、通販事業者等、多数の集金が必要な企

業へ各種の決済手段による収納情報をリアルタイムで一元管理する収納代行サービス及び複数取引先への一括送金

業務をサポートする支払サポートサービスであります。 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は591,498千円、営業利益は83,042千円となりました。 

  

②ファイナンス支援事業 

 当事業は、当社グループが提供している決済支援事業のサービスを利用して頂くことで蓄積される決済データに

基づき、企業の回収期日と支払期日との間に生じる期間の差に対し、資金繰りの支援を行うサービスであります。

 当第２四半期連結累計期間の売上高は84,797千円、営業利益は33,682千円となりました。 

  

③その他の事業 

 当事業は、環境ビジネスに関連するサービスと決済支援事業・ファイナンス支援事業に直接紐づかない事業コン

サルティングサービスなどのサービスを「その他の事業」としてセグメントしております。 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は6,642千円、営業損失は8,318千円となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は5,422,417千円（前連結会計年度末4,969,528千円）となり

452,888千円増加いたしました。その主な要因は、買取債権が505,057千円増加したことによるものであります。 

 当第２四半期連結会計期間末の負債は3,884,757千円（前連結会計年度末3,436,300千円）となり448,457千円増

加いたしました。その主な要因は、短期借入金が216,000千円増加したことによるものであります。 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は1,537,659千円（前連結会計期間末1,533,228千円）となり4,431千円増

加いたしました。その主な要因は、四半期純利益の計上96,724千円と配当金の支払46,509千円等により利益剰余金

が50,215千円増加したこと、また、減少要因としては、自己株式の取得48,720千円によるものであります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、前第２四半期

連結累計期間末と比較して155,229千円の減少となり、残高は3,252,533千円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とその要因は、以下のとおりであります。 

   

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は281,836千円（前第２四半期連結累計期間は60,150千円の支出）となりました。

これは主に、買取債権の増加505,057千円及び預り金の減少124,859千円等の資金減少要因が未払金の増加356,847

千円等の資金増加要因を上回ったことによるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果得た資金は15,348千円（前第２四半期連結累計期間は2,281,862千円の収入）となりました。こ

れは主に、敷金の回収による収入27,935千円及び投資有価証券の売却による収入34,500千円等の資金増加要因が、

投資有価証券の取得による支出44,000千円等の資金減少要因を上回ったことによるものであります。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得た資金は120,770千円（前第２四半期連結累計期間は105,831千円の支出）となりました。これ

は、短期借入金の純増額216,000千円があった一方、配当金の支払46,509千円及び自己株式取得による支出48,720

千円があったことによるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間までの業績は、概ね当初計画どおりに推移しており、平成23年２月14日に公表いたしまし

た通期の業績予想に変更はありません。 

  

  

（１）重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は259千円減少し、税金等調整前四半期純利益

は348千円減少しております。 

 また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は2,919千円であります。 

  

②四半期連結損益計算書における表示方法の変更 

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用

により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

   

  

  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,552,533 3,698,251

売掛金（純額） 364,310 351,895

買取債権 1,140,328 635,271

商品 59,633 66,962

仕掛品 800 －

その他 191,412 85,050

流動資産合計 5,309,019 4,837,431

固定資産   

有形固定資産 22,958 17,352

無形固定資産   

のれん 15,725 17,971

その他 34,605 34,874

無形固定資産合計 50,330 52,846

投資その他の資産 40,109 61,897

固定資産合計 113,398 132,097

資産合計 5,422,417 4,969,528

負債の部   

流動負債   

買掛金 39,778 45,091

短期借入金 486,000 270,000

未払法人税等 8,562 4,144

預り金 2,820,523 2,945,383

賞与引当金 7,079 －

その他 518,815 171,681

流動負債合計 3,880,759 3,436,300

固定負債   

資産除去債務 2,943 －

その他 1,055 －

固定負債合計 3,998 －

負債合計 3,884,757 3,436,300

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,154,088 1,154,088

利益剰余金 405,575 355,359

自己株式 △48,720 －

株主資本合計 1,510,942 1,509,448

少数株主持分 26,716 23,779

純資産合計 1,537,659 1,533,228

負債純資産合計 5,422,417 4,969,528
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 612,491 682,938

売上原価 356,641 403,911

売上総利益 255,849 279,027

販売費及び一般管理費 166,426 175,633

営業利益 89,423 103,393

営業外収益   

受取利息 615 909

投資有価証券売却益 － 500

その他 60 201

営業外収益合計 675 1,611

営業外費用   

支払利息 947 3,477

支払手数料 － 1,097

その他 0 0

営業外費用合計 947 4,575

経常利益 89,151 100,429

特別利益   

固定資産売却益 － 36

特別利益合計 － 36

特別損失   

減損損失 5,986 －

移転損失引当金繰入額 3,260 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 88

特別損失合計 9,246 88

税金等調整前四半期純利益 79,904 100,377

法人税、住民税及び事業税 655 6,478

法人税等調整額 △434 △5,762

法人税等合計 220 715

少数株主損益調整前四半期純利益 － 99,661

少数株主利益 2,437 2,937

四半期純利益 77,246 96,724

ビリングシステム株式会社（3623）　平成23年12月期　第２四半期決算短信

－ 5 －



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 79,904 100,377

減価償却費 7,267 7,019

減損損失 5,986 －

のれん償却額 2,246 2,246

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △18

受取利息 △615 △909

支払利息 947 3,477

有形固定資産売却損益（△は益） － △36

投資有価証券売却損益（△は益） － △500

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 88

売上債権の増減額（△は増加） 11,215 △12,396

買取債権の増減額（△は増加） △163,452 △505,057

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,383 6,529

仕入債務の増減額（△は減少） △26,499 △5,312

未払金の増減額（△は減少） 24,971 356,847

預り金の増減額（△は減少） 19 △124,859

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,519 7,079

移転損失引当金の増減額（△は減少） 3,423 －

その他 △16,049 △111,534

小計 △58,730 △276,958

利息及び配当金の受取額 657 864

利息の支払額 △947 △3,821

法人税等の支払額 △1,130 △1,921

営業活動によるキャッシュ・フロー △60,150 △281,836

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △244 △3,033

無形固定資産の取得による支出 △292 △3,303

投資有価証券の取得による支出 － △44,000

投資有価証券の売却による収入 － 34,500

敷金の差入による支出 △26,374 －

敷金及び保証金の回収による収入 － 27,935

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

2,308,473 －

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 300 3,249

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,281,862 15,348

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 216,000

長期借入金の返済による支出 △5,831 －

自己株式の取得による支出 － △48,720

配当金の支払額 － △46,509

財務活動によるキャッシュ・フロー △105,831 120,770

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,115,881 △145,717

現金及び現金同等物の期首残高 1,291,881 3,398,251

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,407,762 3,252,533

ビリングシステム株式会社（3623）　平成23年12月期　第２四半期決算短信

－ 6 －



 該当事項はありません。  

  

  

【事業の種類別セグメント情報】  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 決済取次事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占め

る割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。   

  

【所在地別セグメント情報】 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日）   

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。  

  

【海外売上高】 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要  

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 当社グループは事業の内容別に区分されたセグメントから構成されており、「決済支援事業」、「ファイナン

ス事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 「決済支援事業」はクイック入金サービス、収納代行サービス、支払サポートサービスを、「ファイナンス支

援事業」は資金繰り支援サービスを行っております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年６月30日） 

 （単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境ビジネスに関連するサービ 

ス、事業コンサルティングサービス等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△5,013千円は、のれん償却額△2,246千円及び各報告セグメントに配分 

していない全社費用△2,766千円が含まれております。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

 （追加情報）  

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 
  

決済支援 

事業  

ファイナン

ス支援事業
計 

売上高               

   外部顧客への売上高 591,498  84,797 676,296 6,642 682,938     － 682,938 

   セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 
135,704 － 135,704 － 135,704 (135,704) －

計 727,202 84,797  812,000 6,642  818,643 (135,704) 682,938 

セグメント利益 

又は損失（△） 
83,042 33,682 116,724 △8,318 108,406 △5,013    103,393  
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 該当事項はありません。  

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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